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衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
ふ
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と
納
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に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

総
務
省
が
地
方
団
体
（
都
道
府
県
、
市
町
村
又
は
特
別
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
二
十
七
年
度
の
返
礼
品
の
調
達
に
係
る
費
用
は
約
六
百
三
十
三
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
返
礼
品
の
送
付
に
係
る
費
用

は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
、
同
調
査
に
よ
る
と
、
同
年
度
の
返
礼
品
の
送
付
に
係
る
費
用
は
約
四
十
三
億
円
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
二
又
は
第
三
百
十
四
条

の
七
の
規
定
に
よ
る
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
は
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
各
号
又
は
第
三
百
十
四
条
の
七
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
の
合
計
額
が
二
千
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
金
額
が
控
除
額
の
算
定
に
用
い
ら
れ

る
こ
と
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
寄
附
金
の
う
ち
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
（
個
人
が
地
方
団
体
に
対
し
寄
附
を
行
っ
た
場
合
に
、

当
該
寄
附
に
係
る
寄
附
金
に
つ
い
て
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
を
適
用
す
る
制
度
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る

寄
附
金
は
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
百
十
四
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
控
除
対
象
と
な
ら
な
い
二
千
円
の
手
数
料
の
総
額
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明

一



ら
か
で
は
な
い
が
、
総
務
省
の
平
成
二
十
八
年
度
の
市
町
村
税
課
税
状
況
等
の
調
に
よ
れ
ば
、
同
年
度
分
の
個
人
の
市
町
村

民
税
に
つ
い
て
、
同
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出
し
、
寄
附
金
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
た
者
は
、
百
二
十
九
万
八
千
七
百

十
九
人
で
あ
り
、
こ
れ
に
二
千
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
は
、
約
二
十
六
億
円
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
寄
附
金
税
額
控
除
の
適

用
を
受
け
た
者
に
は
、
同
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
と
併
せ
て
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
寄
附
金
も
支
出
し
た
者

が
含
ま
れ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
、
地
方
財
政
を
全
体
と
し
て
圧
迫
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
」
に
つ
い

て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
各
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
対
し
て
交
付
す
べ
き
地
方

交
付
税
の
算
定
に
用
い
る
基
準
財
政
収
入
額
は
、
各
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
財
政
力
を
合
理
的
に
測
定
す
る
た
め
に
、
当

該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
つ
い
て
地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
算

定
し
た
額
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
限
ら
ず
、
個
人
住
民
税
の
各
種
控
除
に
よ
り
生
じ
る
税
収
減
は
、
基
本
的
に
そ

の
算
定
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
十
九
年
度
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
と
な
る
地
方
の
一
般
財
源

二



総
額
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を
上
回
る
額
を
確
保
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

総
務
省
で
は
、
地
方
団
体
に
対
し
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
返
礼
品
の
送
付
等
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
九
年
四
月
一

日
付
け
総
税
市
第
二
十
八
号
総
務
大
臣
通
知
。
以
下
「
通
知
」
と
い
う
。
）
を
発
出
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
係
る
寄
附

金
が
経
済
的
利
益
の
無
償
の
供
与
で
あ
る
こ
と
及
び
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
当
該
寄
附
金
に
通
常
の
寄
附
金
控
除
に
加
え
て

特
例
控
除
が
適
用
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
係
る
周
知
、
募
集
等
の
事
務
を
行
う
際
に

は
、
商
品
券
等
の
金
銭
類
似
性
の
高
い
も
の
な
ど
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
よ
う
な
返
礼
品
を
送
付
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
要
請
し
て
い
る
。

通
知
の
発
出
後
、
全
国
市
長
会
で
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
返
礼
品
の
送
付
等
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
九
年
四
月
十

二
日
）
に
お
い
て
「
制
度
本
来
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
」
旨
、
全
国
町
村
会
で
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
に

係
る
返
礼
品
の
送
付
等
に
つ
い
て
（
申
し
合
わ
せ
）
」
（
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
六
日
）
に
お
い
て
「
総
務
大
臣
通
知
に

沿
っ
て
、
責
任
と
良
識
の
あ
る
対
応
を
し
て
い
く
」
旨
、
表
明
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
省
で
は
、
各
地
方
団
体
に
お
い
て
ふ
る
さ
と
納
税
と
整
理
し
て
い
る
寄
附
金
の
受
入
額
が
大
き
い
地
方
団
体
の

三



う
ち
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
よ
う
な
返
礼
品
を
送
付
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
地
方
団
体
に
対
し
、
「
ふ

る
さ
と
納
税
に
係
る
返
礼
品
の
見
直
し
要
請
等
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
四
日
付
け
総
税
市
第
五
十
三
号
総

務
省
自
治
税
務
局
市
町
村
税
課
長
通
知
）
を
発
出
し
、
改
め
て
、
そ
の
よ
う
な
返
礼
品
を
送
付
し
な
い
よ
う
要
請
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
地
方
団
体
が
見
直
し
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
方
団
体
に
お
い
て
通
知
の
趣
旨
に
対
す
る
理
解
が
着
実
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
ま
た
、
同
省
に
お
い
て
は
、
地
方
団
体
に
対
し
て
、
継
続
し
て
見
直
し
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね

の
「
総
務
省
通
知
を
無
視
し
て
高
額
返
礼
品
を
や
め
な
い
自
治
体
」
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え

た
い
。

四


